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1.は じめ に

カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル(註 一1)は 東 シ ベ リ ア、 ア

ムー ル、 カ ム チ ャ ツ カ 、 サ ハ リ ン、 中 国 東 北 地 区 、

朝 鮮 北 部 及 び 日本 に分 布 して い る(註一2)。 日本 で

は栃 木 県 日光 中 禅 寺 湖 畔 千 手 ケ浜 と北 海 道 の上 川

支 庁 中川 町 、網 走 支 庁 湧 別 町 芭 露 で の み 採 集 報 告

の あ る稀 少 種 で あ る(杉 本 、1978;村 田、1984)。

また 、 最 近 刊 行 され た 日本 産 野 生 植 物 の レ ッ ド

デ ー ター ブ ッ ク(我 が 国 に お ける 保 護 上 重 要 な植

物 種 及 び群 落 に 関 す る研 究 委 員 会 、1989)に は絶

滅 危 急 種 と して リス トア ップ され て い る 。

筆 者 ら は、1989年 か ら北 海 道 の 網 走 支 庁 管 内 遠

軽 町 を流 れ る 湧 別 川 流 域 で マ メ 科 の レ ン ゲ 属

(Astragalus)植 物 を調 査 して きた 。 この 調 査 の
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中 で カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル と思 わ れ る種 を確 認 した

た め、1990年6月 採 集 の 標 本 を 元 京 都 大 学 村 田

源 氏 に 送 付 した と こ ろ、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル(、4s

一'γαgα1螂S6履6加 協Turcz .)と 同 定 さ れ た 。

カ ラ フ トモ メ ン ヅ ルの 新 た な 分 布 地 と して こ こ

に報 告 し、 あ わせ て そ の 群 落 や 形 態 的 特 徴 につ い

て報 告 す る も の で あ る 。

2.調 査地及び調査方法

これまでの観察でカラフ トモメンヅルの個体数

の最も多かった野上橋の右岸において調査 を行 っ

た(図 一1)。 調査地の他 にカラフ トモメンヅル

が確認 されたのは①開盛橋の左岸、② イワネ大橋

の右岸、③瀬戸瀬西町(右 岸)で ある。

調査地の環境は礫地ないし
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◎調査地点

① ～③調査地点以外の

カラフ トモメンヅル分

布確認地点

①開盛橋

②イワネ大橋

③瀬戸瀬

砂 礫 地 の 河 原(写 真 一1)で 、

標 高 は90～100mで あ る 。 調

査 区域 は長 さ300m、 幅 が30m

か ら120mあ り河 原 の 奥 に は

1978年 に工 事 した築 堤 が 完 成

して い る 。

群 落 調 査 は1989年8月 に実

施 し、1m×1mのquadrate

を と り、PenfoundandHo-

ward法 の 被 度(C)を 用 い、

さ ら に草 丈(H)を 測 定 した 。

採 集 した標 本 を も とに カ ラ

フ トモ メ ンヅ ル の 形 態 的特 徴

を調 べ た。 また 、1990年 に前

年 採 集 した種 子 を も ち い て発

芽 と芽 生 え に つ い て 観 察 し記

録 した 。

図 一1.調 査 地 点 及 び カ ラ フ トモ メ ン ヅル 分 布 地 点
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写 真1.礫 地 に 生 育 す る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル(Jun.17,1990撮 影 野 上 橋)

3.結 果 と考 察

(1)群落 調 査

群 落 調 査 結 果 を積 算 優 占 度(SDR)で ま とめ た

の が 、 表 一1で あ る。 これ を も とに 、1990年 の6

月 と9月 に カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル周 辺 の 木 本 類 と草

本 類 の 生 育 量 ・季 節 周 期(6月 調 査)を 観 察 して

作 成 した の が表 一2の 植 物 リス トで あ る 。

表 一1よ り み る と、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の

SDRが83%に 対 し オ オ ヨ モ ギ が80%、 メ マ ッ ヨ

イ グサ が71%と 、 こ の3種 が 上 位 を 占 め て 混 生 し

て い る 。 さ らに 、 カ ラ フ トモ メ ンヅ ル周 辺 の木 本

類 をみ る とエ ゾヤ ナ ギ を主 に ドロ ノ キ 、 ネ コ ヤ ナ

ギ な どの ヤ ナ ギ類 が 高 さ3～6mに 伸 び 河 畔 林 を

つ くっ て い る 。

また 、 植 物 リス トか ら帰 化 率 を求 め る と草 本 類

だ け で は44%、 木 本 を含 め る と34%で あ る 。 服 部

(1988)に よ る と 「ど の地 域 の ど の よ う な河 川 の

群 落 も高 い割 合 で 、 帰 化 植 物 の 侵 入 を う け て い る

こ とが わ か る(平 均30%)。 」 と あ り、 野 上 橋 周 辺

の帰 化 率 は これ よ りや や高 い 値 を示 す が 、 帰 化 植

物 の 中 心 は河 川 で あ る こ と、 河 原 の環 境 が 礫 地 で

あ る こ と、 築 堤 工 事 の と き表 土 が 掻 き む しら れ て

い る こ とを考 え る と帰 化 植 物 の 侵 入 しや す い環 境

とな って い る 。

帰 化 植 物 の 中 の メ マ ツ ヨ イ グサ 、 ヤ ネ タ ビ ラ コ、

ム シ トリナ デ シ コ な ど1-2年 生 草 本 や 、 ヒメ ス

イバ な ど酸 性 土 壌 を好 む植 物 が 多 く、 これ ら が河

原 の礫 地 の先 駆 植 物 とな って い る と考 え ら れ る。

築 堤 の 土 手 に は 芝 生 が は られ て い る の で 、 ム ラ サ

キ ッ メ クサ 、 シ ロ ツ メ クサ 、 ナ ガ バ グサ な どの帰

化 植 物 は そ こか らの 逸 出 した もの で あ ろ う。

と こ ろ で 村 田 の私 信 に よ る と、 「カ ラ フ トモ メ

ン ヅル は多 くの帰 化 植 物 と共 に生 育 して い る こ と

か ら、 帰 化 植 物 の 疑 い が もた れ るが 、 オ オ ヨモ ギ 、

コ ウ ゾ リナ、 イ タ ド リ、 カ ワ ラバ ハ コ な ど ヨ ー ロ

ッパ の もの と違 った 東 亜 系 の もの が あ る と こ ろ か

ら見 る と、 砂 礫 地 で 普 通 の植 物 が 入 れ な い ため に

遺 存 して い る の で は な い か と考 え ら れ る 」 との 教

示 を戴 い た。 す な わ ち、 カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル は東

亜 系 植 物 で あ り 日本 で は北 海 道 と栃 木 県 に不 連 続

分 布 す る 遺 存 種 で あ ろ う。

(2)カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の形 態

カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の形 態 につ い て の 記 載 は宮

部 ・三 宅(1915)、 牧 野 ・根 元(1931)、 村 越(1934)、

根 元(1936)に あ り、 な お 菅 原(1940)に 線 画 、

船 崎(1941)に は着 色 図 も描 か れ て い る 。

こ こで 、 湧 別川 で 採 集 した カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル

の形 態 的 特 徴 に つ い て 述 べ る,,
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表 一1. .カ ラ フ トモ メ ン ヅル を主 と した 群 落 調 査

方形区 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

平 均 値 相 対 値

植被率 95% 90% 85% 75% 75% 75% 90% 70% 65% 90% SDR

CH CH CH CH CH CH CH CH CH CH CHF C'H'F' (%)

カ ラフ トモ メ ンヅル 452 240 346 343 235 239 355 136 129 130 2240.5100 10047.9100 83

オオヨモギ 190 2126 1118 1126 188 197 1118 1'34 1'27 1'26 8,684.5100 39.1100100 80

メマ ツ ヨイグサ* 1142 1'107 1'103 十10 180 188 1120 187 1'87 5.6482,490 25,697,590 71

ムシ トリナ デ シコ* 1'26 125 139 127 136 1'35 4,418,860 20,022,260 34

ム ラサ キ ツメ クサ* 146 1'33 1'20 247 135 4,418,150 20,021,450 30

ナガバグサ* 190 272 1'55 1'60 3,427,740 15,432,840 29

コウ ゾ リナ 1'66 十56 十95 十11 十30 0.3625,850 1,630,550 27

ヤ ネタ ビラコ* 十37 十51 1'50 0.2813,830 1,316,330 16

クサフジ 1'47 130 1.27,720 5.59,120 12

イ タ ドリ 390 39,010 13,610,710 11

コ ゴメノ、ギ* 1135 113,510 4,516,010 10

ツ ル ヨシ 289 28,910 9,010,510 10

エ ゾノ ミッモ トソウ* 十23 十6 0,082,920 0.43,420 8

ヒメス イバ* 150 15,010 4.55,910 7

ウシノケグサ 1'64 0.26,410 0.97,610 6

カ ワラバハ コ 1'50 0.25,010 0.95,910 6

スギナ 1'15 0.21,510 0.91,810 4

シロザ 十6 0,040,610 0.20,710 4

*帰 化植物 1'==0.2十=:0.004
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カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル周 辺 の植 物 リス ト表 一2.

*:植 栽木++多 い種+よ く見 る種
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が りが36×60cmあ り、 こ の 時 の根 は堅 く木 化 した

太 い根(1cm)が 深 さ7cmあ り、 こ れ よ り二 股 に

分 枝 して 、根 は地 中 深 く網 目状 に 広 が る。 根 の 深

さ は40cm、 広 が り は50cmで あ る。 越 冬 芽 は 地 中

2.0～2.5cmの 深 さの根 に15個 つ い て い て、 生 活 型

は半 地 中植 物 の 多 年 生 草 本 で あ る 。根 に は根 粒 が

と こ ろ ど ころ にあ り、根 粒 菌 が 共 生 して い る(図

① 生 育 地 環 境(habitat)

礫 地 な い し砂 礫 地 の 河 原 に生 育 して い た。

② 根(root)

草 丈5cmの 若 い株 の 根 は 直根 形 で 草 丈 の4倍 の

20cmで あ っ た(図 一2-1)。 草 丈17cmの 株 の 根

は直 根 形 で 草 丈 とお な じ17cmで 根 が 良 く発 達 して

い る(図 一2-2)。 草 丈34cmの 株 で は、 株 の 広
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5×5cm

1.若 い株 の根

2.や や生 長 期 の 株 の根

3.生 長 した 株 の根(一 部)

a.14の 茎 が 束 生

b.15本 の 越 冬 芽

c .木 化 した主 根

図 一2.カ ラ フ トモ メ ンヅ ル の 根 系(Aug.8,1989採 集 の 標 本)
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一2-3)
。

③ 茎(stem)

茎 は根 よ り多 数 が束 生 して い る 。 この と き観 察

した個 体 か ら は14本 の 茎 が で て い る 。 茎 は分 枝 し

花 の 時 は斜 生 か 直 立 し、 花 の後 に は伸 長 して 開 い

た の ち うつ む き に な る 。 太

さ は1～2mmで 茎 に は伏 し

た 毛 が 密 に あ り、 茎 の 高 さ

は30～55cm(平 均40cm)で

あ る(図 一3-1)。

窒は馨鼎 複葉で、6
～11対 の小 葉 が あ る。 小 葉

の 長 さ9～13mm、 幅4mmの

長 楕 円 形 で上 部 は鈍 頭 で 、

下 部 は く さび形 、 全 縁 で あ

る 。1mmく らい の 短 い葉 柄

が あ る 。 葉 の上 面 は ほ とん

ど無 毛 で 、 下 面 に は細 毛 が

密 生 し、 葉 縁 、葉 柄 に も細
う

毛 が密 生 す る。

托 葉 は茶 色 の す け た膜 質

で1対 あ り、 長 さ4～5mm、

野;菰暉余鷺 騰
葉柄 に合着 して永存す る

(図 一3-2・3・4)。

⑤ 花(flower)

花 は 葉 腋 よ り花 柄 を 出 し、

総 状 花 序 で20～25個 の 花 を

つ け る 。 花 の大 き さ は長 さ

12mm、 幅7mmで 色 は 淡 黄 色 、

花 期 は6～7月 で あ る 。

花 冠 は3種 類 の花 弁 よ り

な る。 旗 弁 は1枚 で 長 さ

12mm、 幅4mmで 先 端 は 凹 み 、

そ りか え って 開 く。 翼 弁 は

長 さ11mm、 幅2～3mmで1

対 、 舟 弁(竜 骨 弁)は 長 さ

10mm、 幅2mmで1対 が 合 着

す る。 翼 弁 と舟 弁 に は ク ロ

ウ(claw)と よ ば れ る か ぎ

つ め状 の柄 が あ る。 花 の 形

か ら蝶 形 花 冠 とい う。

雌 しべ は1本 、 雄 しべ は10本 で花 糸 は下 側 の9

本 が 合 着 して 、 両 体 雄 ず い と な る。

薯 は鐘 形 の筒 状 で 、 短 い(1mm)歯 列 が5個 の

薯 片 よ りな る 、黒 色 の 短 い 伏 した 毛 が 密 生 す る(図

一3-5・6・7・8)
○

1.全 形2.奇 数 羽 状 複 葉3.小 葉(a.表b.裏)4.

托 葉5.蝶 形 花 冠6.花 弁 の展 開 し た状 態(c.旗 弁d.

翼 弁e.舟 弁:竜 骨 弁f.ク ロ ウ)7.雌 しべ ・雄 しべ(9.

雌 しべh.雄 しべ)8.蓼 を展 開 した 状 態9.豆 果(i.柱

頭j.雄 しべ)10.種 子

図 一3.カ ラ フ トモ メ ンヅ ル の 全 形 図 と部 分 図(Jun.17,1990採 集 の 標 本)
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⑥ 果 実(fruit)・ 種 子(seed)

花 と果 実 と をつ け て い る個 体 が あ る の で 、果 実

は 開花 後 す ぐに で き る。8月 に な る と果 実 は黒 色

に な り成 熟 して くる 。

果 実 は豆 果 とい い 、 爽 は 長 い楕 円形 ～ 円 筒 形 で 、

くび れ と関 節 が な く、 背 面 に は溝 が 内側 に走 り、

長 さ14～17mm、 幅3mmで2室 が あ る。

雌 しべ の柱 頭 は宿 存 して 弓 形 に 曲 が って い る 。

雄 しべ も宿 存 し、 豆 果 全 体 に黒 い 細 毛 が あ る。

種 子 は褐 色 を した 扁 平 な楕 円 形 で 、大 き さ は2

×1mmで 凹 み が あ り1個 の爽 に7～8個 入 っ て い

る(図 一3-9・10)。

(3)種 子 の発 芽

1989年8月8日 に 採 種 した カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル

の種 子 を1990年 の8,月5日 に鹿 沼 土 を い れ た鉢 に

18粒 播 い た。 こ の う ち発 芽 した の は8個 体 あ り、

芽 生 え を観 察 した 。

① 最 も早 い個 体 は5日 で発 芽 し、 な め らか で や

や厚 い子 葉 を 出 した(図 一4-1)。

② 約30日 たつ と第1葉 が 出 て くる 。 葉 柄 が 長 く

葉 は3枚 つ け、 形 は 腎 臓 形 で先 は凹 み 、鋸 歯 は な

い(図 一4-2)。

③ 約50日 で 第2葉 が 同 じ茎 の と こ ろ か ら出 て く

る(図 一4-3)。

④ 約70日 で 第3葉 が 同 じ茎 の と こ ろ か ら生 長 し

て くる 。 茎 の 高 さは3cmで 、 茎 と葉 柄 、 葉 の 下 面

に毛 が生 えて くる 。 この こ ろ子 葉 は枯 れ る 。 根 は

3cmく らい に伸 び て い る が 、鉢 植 え した た め か 曲

が っ て い る(図 一4-4)。

4.第3葉 の 出 た頃

(Oct21.77日 目)

図 一4.種 子 の 発 芽 と芽 生 え(Aug.5,1990播 種)

4.カ ラフ トモメンヅルの現状と保護

カラフ トモメンヅルの日本での現状分布は、村

田(1984)と 我が国における保護上重要 な植物種

及び群落に関する研究委員会(1989)に よると、

中禅寺湖畔千手ケ浜はキャンプ地 となり絶滅 した

といわれている。

カラフ トモメンヅルが北海道で採集 された場所

は、村田(1984)に よると1920年 に菅原繁蔵が中

川町で採集 している。彼が採集 したと思われる天

塩川周辺 を、1990年8月 に散策 したが、護岸 ・築

堤 ・改修工事などによって当時の河川の環境 はな

くカラフトモメンヅルの生育は確認で きなかった。

同じく、1977年 に加藤平八郎が湧別町芭露川で採

集 したと思われる周辺 を1990年6,月 に散策 したが、

現在 も護岸工事が行われている最中でカラフトモ

メンヅルの生育は確認で きなかった。さらに、加

藤の私信 によると以前 に十勝支庁の音更川の河縁

で も採集 したという情報があったので、1991年8

月に音更町音更川付近を調査 したところ、駒場橋

下流左岸 にカラフ トモメンヅルが約60株 ほど生育

していることが確認できた(註一3)。まだ、音更川

のごく一部 しか探索 していないので、分布域 はか

なり広がる可能性 もある。

現時点では、カラフトモメンヅルは本調査地で

ある湧別川流域 と音更川で しか生育を確認 してい

ない。本州の中禅寺湖畔の例、北海道でかつて採

集された記録のある天塩川周辺など、工事の行わ

れた ところは絶滅 した可能性がある。そ して、

「我が国における保護上重要な植物種 の現状」

(1989)に は絶滅危急種(危 険)と してリス トさ

れているが、カラフトモメンヅルの

分布域からみて、かな り絶滅の危機

感の高い絶滅危惧種(絶 滅寸前)に

近い種 と考えられる。

[1
さらに、岩槻(1990)が 述べてい

るように極めて強い外圧の影響 を受

けると絶滅のおそれがあ り、ここで

考えられる外圧 とは砂礫川床の河川

改修工事 による環境変化である。 し

たがって、カラフトモメンヅルはも

とより河川に沿 う植生を維持するこ

とからも、湧別川の河川改修工事の

際には十分な保護対策が必要 と考え

る。
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この論文 を書 くのにあたって、村田源氏にはカ

ラフ トモメンヅル、ヤネタビラコなどの植物 を同

定 して戴いた。なお、表一2に 上げた植物 リス ト
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(註 一1)カ ラフ トモ メ ンヅ ルの学 名 につ い て

カ ラフ トモ メ ンヅ ルの学 名 は次 の通 りで あ る。

、43翻α8α伽s∫oんκ6んωゼ征Turczaninow

(異名)、4飾 α9αZ"3ρα猶α9砂α助 〃osBoisser

と ころ で種 小 名 の スペ ル で あ る が、 杉 本(1978)、 村 田

(1984)に はSchlichoviiと な って い るが 、Schmidt(1868)、

宮 部 ・三 宅(1915)、 工 藤(1924)、 牧 野 ・根 元(1931)、

根 元(1936)、 菅原(1937、1940)、 本 田(1939)、 舘 脇(1943)

に はschlichowiiと 書 か れ て い る。 こ の こ と を村 田 に質 問

した と こ ろ 「Schlichovは 多 分 ロ シ ア 人 名 で 、 種 小 名 を

Schlichowiiと も 綴 ら れ る よ う で す 。1840年 にTurczani-

nowが 発 表(BulletinSocietyNatureMoscow)し た ス ペ ル

がschlichoviiと な っ てい る の で、 こ れ が正 しい ラ テ ン語

化 した ス ペ ル で す。」 との ご指 摘 が あ った 。初 め にvはw

の誤 植 か と思 い混 乱 した ので 、 こ こに明記 して お く。

(註 一2)カ ラフ トモ メ ンヅ ルの 国外 の分布 地 名

宮 部 ・三 宅(1915)、 工 藤(1924)、 菅 原(1937、1940)、

村 田(1984)に 記 載 され た国 外 の分 布 地 名 に は オ ホー ッ ク、

カム チ ャ ツ カ、Amgun、Nemilen、 サ ハ リ ン(南 樺 太 一 気

屯 、 内路 、 泊岸 、 豊 原 、新 間 、 知取 、保 恵 、深 草 、 美保 、

上 敷 香 、 小 田 寒 、 海 馬 島、Vladimirof、Briziene、 留 久 玉

川 流域 、 幌 内湖 畔 、 鈴谷 川 支 流 の 河畔 、 古丹 岸 川 磧 。北 樺

太 一 ヌ イ ゥオ ・パ ルカ タ間、 ヅ ゥー エ、 キ トウー シ山)、

朝鮮 北 部(茂 山郡 四 芝洞 一 楡 坪,倉 坪 一 延岩 洞 、 延 岩洞

一 上村
、 吉 州 郡桃 花 洞、 成 鏡 北 道:冠 帽峰 、 朱 乙 一 甫 上 、

朱 乙 温)、 中 国北 東 部(北 部 大 興安 嶺 ビス トラ イ ヤ河 流域)

が あ る。

(註 一3)カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル と隣 接 す る植 物 には 、 コ ウ

ゾ リナ、 オ オ ヨモ ギ、 メマ ツ ヨ イ グサ、 シ ロ ツメ クサ 、 ヒ

メ ジ ョオ ン、 セ イ ヨウ タ ンポ ポ、 ナ ガバ グサ 、 ヒ メス イバ 、

ム ラサ キ ツ メ クサ 、 オ トコ ヨモギ 、 ヒメ ム カ シ ヨモ ギ、 カ

モ ガヤ 、 マ ツ ヨイ セ ンノ ウ、 ツ ル ヨ シな どが 生育 して い る。

こ れ らは湧 別 川 と共 通 種 で あ る。 この他 に ケ シ ョウ ヤナ ギ、

メ ドハ ギ、 ミヤ コグ サ、 フ ラ ンスギ ク、 ガ ガ イモ 、 ナ ワシ

ロ イチ ゴ、 ハ ルザ キ ヤマ ガ ラシ な どが混 生 して い る。 カラ

フ トモ メ ンヅ ルの生 育 環境 が礫 地 とい うこ とか ら、湧 別川

との共 通係 数(S.L)は51%と か な り高 い値 を占 め る。
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